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第５期総合計画等評価結果の審議会における検証 

 
第５期音更町総合計画 

検証結果 

総合計画 

第１章 

元気あふれる産業

のまち 

 

取組の評価：Ａ 

【第１節 農林業の振興】 

・ 畜産や酪農業の人手不足対策として、公共育成牧場は農業者から非常に期待されて

いるため、牧場の維持管理等について更なる充実を図っていただきたい。 

・ 急速に進んでいる農業のＩＣＴ化に対応できるよう、農村地域における情報通信の

インフラ整備について検討する必要がある。 

【第２節 商工業、観光の振興】 

・ 十勝川温泉を知ってもらうために、ピーアールの方法を考える必要がある。 

・ ガーデンスパ十勝川温泉や新しい道の駅などを活用して、どのように交流人口を増

やすのかについて検討する必要がある。 

総合計画 

第２章 

住み良さと自然が

共生するまち 

 

取組の評価：Ｂ 

【第１節 環境との共生】 

・ ごみをポイ捨てする人たちの意識を変えることは難しいので、例えば監視カメラを

導入するなど、意識啓発以外の取組が必要ではないか。 

【第２節 便利で安全な生活環境】 

・ 避難場所を体が不自由な人も出入りしやすいようにする必要がある。 

【第３節 快適な生活基盤】 

・ 空き家の増加は治安の悪化や火災の発生等の危険性があることから、例えば、補助

等により空き家を壊して更地にし、近隣地域の雪捨て場に活用する等、空き家の減少

に向けた対策を充実させる必要がある。 

総合計画 

第３章 

心豊かな人を育む

まち 

 

取組の評価：Ａ 

【第１節 子どもの教育】 

・ 少人数学級の取組によって、児童に対してきめ細かい指導ができている。更なる充

実に向けて検討しながら取組を継続していただきたい。 

【第２節 生涯学習】 

・ まちづくり町民アンケートによる「文化財や史跡の伝承保存」の満足度が低下傾向

にあるため、満足度を高められるような取組が必要ではないか。 

・ 町内史跡めぐりツアーについて、説明員の高齢化が進んでいることから、知識や経

験を次世代に継承するための対策を練る必要がある。 

・ 史跡の管理について、協働のまちづくりを進めるためにも、例えば草刈り等を地域

に協力してもらう方法もあるのではないか。 

総合計画 

第４章 

いつまでも健やか

に、安心して暮ら

せるまち 

 

取組の評価：Ａ 

【第１節 心身の健康】 

・ 不足している介護人材を育成して十勝管内への定住を図るための取組である、ふる

さと介護福祉士育成支援事業を今後も継続する必要がある。 

【第２節 社会福祉】 

・ 地域福祉に重要な役割を果たしているボランティアについて高齢化が進んでいるた

め、対策が必要ではないか。 

・ 音更町は十勝管内でも人口が多いまちであることから、身近な相談場所としての地

域包括支援センターの充実に向けた取組が必要である。 

・ 障がい者の就業について農福連携という考えがあるが、福祉分野と農業や商工業な

どの分野とのパイプづくりについて積極的に取り組んでいただきたい。 

 



2 

 

第５期音更町総合計画 

検証結果 

総合計画 

第５章 

町民の力で動く、

協働のまち 

 

取組の評価：Ａ 

【第1節 交流や連携、町民参加の推進】 

・ 助け合いや支え合いの地域づくりのためには町内会の加入が基本であり、特に災害

時の安全確保において町内会の役割が重要である。そこで、減少している町内会加入

率を高められるような取組を期待している。 

・ 伊福部昭さんがつくられた音更町歌を知ってもらうために、歌詞カードを各町内会

に配布してはどうか。 

・ 働き方改革が進められているが、子育て世帯の労働環境の向上に向けた取組を行っ

ている企業を評価するような仕組み等について検討が必要である。 

 

音更町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

検証結果 

総合戦略 

 

取組の評価：Ａ 

【基本目標２ 移住・定住の促進、交流の拡大】 

・ ガーデンスパ十勝川温泉や新しい道の駅などを活用して、どのように交流人口を増

やすのかについて検討する必要がある。 

・ 空き家の増加は治安の悪化や火災の発生等の危険性があることから、例えば、補助

等により空き家を壊して更地にし、近隣地域の雪捨て場に活用する等、空き家の減少

に向けた対策を充実させる必要がある。 

・ 不足している介護人材を育成して十勝管内への定住を図るための取組である、ふる

さと介護福祉士育成支援事業を今後も継続する必要がある。 

【基本目標３ 結婚・子育て支援の充実】 

・ 少人数学級の取組によって、児童に対してきめ細かい指導ができている。更なる充

実に向けて検討しながら取組を継続していただきたい。 

・ 働き方改革が進められているが、子育て世帯の労働環境の向上に向けた取組を行っ

ている企業を評価するような仕組み等について検討が必要である。 

【基本目標４ 安全・安心な地域づくり】 

・ 避難場所を体が不自由な人も出入りしやすいようにする必要がある。 

・ 地域福祉に重要な役割を果たしているボランティアについて高齢化が進んでいるた

め、対策が必要である。 

・ 音更町は十勝管内でも人口が多いまちであることから、身近な相談場所としての地

域包括支援センターの充実に向けた取組が必要である。 

・ 障がい者の就業について農福連携という考えがあるが、福祉分野と農業や商工業な

どの分野とのパイプづくりについて積極的に取り組む必要がある。 

・ 助け合いや支え合いの地域づくりのためには町内会の加入が基本であり、特に災害

時の安全確保において町内会の役割が重要である。そこで、減少している町内会加入

率を高められるような取組を期待している。 

 


